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南小で祖父母の参観日

10月15日依）、南小学校でお・じいさん、おばあさんの参観日が行われました。

これは、祖父母を学校行事などに招待し、交流を深めようというもので1年生
と2年生の授業参観をしたあとは、孫と机を並べての楽しい給食交歓会。孫た
ちの食べる様子を見ながらうれしそうに食べていました。
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特
産
の
里
づ
く
り

基
本
的
な
考
え
方

〈
加
工
所
内
で
の
栗
の
渋
皮
煮
の
び
ん
詰
作
業

　
江
南
町
で
は
水
田
農
業
確
立
対
策
の

推
進
に
あ
た
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
全

集
落
に
お
い
て
麦
・
大
豆
を
主
体
と
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が

確
立
し
合
理
的
な
地
域
輪
作
農
法
が
普

及
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
転
作
作
物
の
助
成
補
助
金

が
減
額
さ
れ
る
な
か
で
、
今
ま
で
の
大

豆
一
辺
倒
の
対
策
か
ら
さ
ら
に
収
益
性

の
高
い
転
作
作
物
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
結
果
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ス
イ
ー
ト
コ
！
ン
を
新
規
作
物
と
し
て

導
入
し
、
兼
業
化
⊥
・
同
齢
化
が
進
み

活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
集
落
営
農

の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
産
の
里
整
備
事
業
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
農
産
加
工
施
設
で
は
、
農

村
婦
人
健
康
教
室
を
中
心
に
し
て
、
味

噌
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
・
栗
の
渋

皮
煮
づ
く
り
等
が
行
な
わ
れ
、
江
南
町

の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
将
来
的
に
は
江
南
町
の
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
、
都
市
住
民
と
直
結
す
る

農
産
物
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
、
収
益
性
が
高
く
地
域
社
会
に
融

和
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
農
業
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手
づ
く
り
味
噌

　
昭
和
五
十
四
年
に
農
村
婦
人
を
対
象

に
実
施
し
た
健
康
診
断
の
結
果
、
貧
血

症
・
高
血
圧
症
と
診
断
さ
れ
た
人
が
三

割
以
上
い
た
た
め
、
食
生
活
を
改
善
し

て
健
康
な
身
体
に
な
り
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
農
村
婦
人
健
康
教
室
が
発
足
し
、

ま
ず
高
血
圧
症
の
対
策
と
し
て
減
塩
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
味
噌
汁
の
塩
分
が
問
題
と

な
り
、
転
作
大
豆
を
利
用
し
た
減
塩
味

噌
（
塩
分
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
づ
く
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
自
給
味
噌
が
三
十
㌧
を
越

え
る
ま
で
に
な
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

に
「
さ
い
た
ま
特
産
の
里
整
備
事
業
」

に
よ
り
完
成
し
た
農
産
加
工
所
に
お
い

て
販
売
用
の
味
噌
も
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
消
費
者
の
人
か
ら
も
「
手
づ
く

り
で
添
加
物
の
混
じ
ら
な
い
味
噌
は
と

て
も
美
味
し
い
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
平
成
三
年
度
は
約
二
㌧
ぐ
ら
い

販
売
用
の
味
噌
を
仕
込
む
予
定
で
す
。

そ
し
て
名
前
は
江
南
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
き
じ
丸
く
ん
を
ま
ね
て
江
南
キ

ジ
丸
味
噌
と
命
名
い
た
し
ま
し
た
。

プ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ヤ
ひ

　
江
南
町
で
は
現
在
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が

約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
桑
園
の
跡
地
対
策
及

び
水
田
農
業
確
立
対
策
の
一
環
と
し
て

昭
和
六
十
一
年
度
に
国
の
補
助
事
業
に

よ
り
三
本
地
区
を
中
心
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
ツ
ツ

ジ
科
の
永
年
性
作
物
で
四
月
中
・
下
旬

か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
つ
り
が
ね
状

の
白
い
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
埼
玉
県
で
は
江
南
町
が
最
大
の
産
地

で
あ
り
生
食
用
と
加
工
用
の
品
種
に
分

け
ら
れ
ま
す
が
、
江
南
町
で
は
ジ
ャ
ム

用
の
品
種
が
主
に
裁
培
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ジ
ャ
ム
加
工
に
つ
い
て
は
、
農
協

の
農
産
加
工
施
設
に
お
い
て
農
村
婦
人

健
康
教
室
が
中
心
と
な
り
、
手
づ
く
り

の
良
さ
を
生
か
し
た
本
物
の
ジ
ャ
ム
が

（2）



製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
三
千
個
つ
く
り
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
ジ
ャ
ム

づ
く
り
で
す
が
今
年
度
で
三
年
目
に
な

り
い
ろ
い
ろ
研
究
を
重
ね
一
段
と
美
味

し
い
ジ
ャ
ム
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

キウイ’ワイン・

プ／レーべ1ノーワインの

発開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
江
南
町
で
は
平
成
二
年
度
か
ら
、
農

協
が
事
業
主
体
と
な
り
地
域
特
産
物
産

業
化
促
進
事
業
と
し
て
、
町
の
特
産

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
主
に
、
キ
ウ
イ
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
ワ
イ
ン
作
り
を
計
画
、
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら

も
ワ
イ
ン
の
レ
ッ
テ
ル
と
ネ
ー
ミ
ン
グ

仁
つ
い
て
江
南
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
人
に
は
賞
金
及
び
賞
品

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
尚
、
詳
細
に
つ
い

て
は
江
南
町
農
協
経
済
課
ま
た
は
、
役

場
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L
　
3
6
！
1
3
9
2
（
農
協
）

　
　
　
　
3
6
1
1
5
2
1
（
役
場
）

つ
・

特
産
の
里
づ
く
り
を
手
が
け
て

江
南
町
農
村
婦
人
健
康
教
室

　
　
　
会
　
長
　
　
橋
、
本

和
　
子

　
江
南
町
の
特
産
物
の
大
豆
・
米
・
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
・
栗
を
利
用
し
、
四
年
前

か
ら
、
農
産
加
工
所
で
「
特
産
の
里
」

の
製
品
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
農
産
加
工
所
も
町
長
さ
ん
、
農
協
の

皆
さ
ん
の
大
変
な
お
骨
折
り
で
、
働
き

や
す
く
、
明
る
い
立
派
な
施
設
が
南
地

区
の
農
協
支
所
前
に
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
時
折
り
、
群
馬
、
茨
城
、
埼
玉
県
内

の
皆
さ
ん
が
視
察
に
見
え
る
程
、
機
能

的
な
施
設
で
す
。
そ
の
加
工
所
で
は
、

毎
日
十
名
位
の
会
員
の
人
が
楽
し
く
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
農

協
よ
り
健
康
教
室
へ
加
工
を
委
託
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
加
工
部
門
ご
と
に
会
員

を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
十
名
近

く
の
希
望
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
人
は
食
品
衛
生
責
任
者

の
資
格
を
取
得
し
、
加
工
並
び
に
衛
生

管
理
指
導
に
当
っ
て
い
ま
す
。

　
「
特
産
の
里
」
の
製
品
は
　
　
　
，

◎
米
・
大
豆
を
使
っ
て
の
江
南
キ
ジ
丸

　
昧
噌
。

◎
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
砂
糖
だ
け
で
煮
込

　
ん
だ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
。

◎
新
鮮
な
大
粒
栗
を
一
つ
一
つ
心
を
こ

　
め
て
造
り
上
げ
た
、
栗
の
渋
皮
煮
。

　
ど
の
製
品
も
人
気
が
あ
り
、
農
協
で

販
売
を
始
め
る
と
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
特
産
の
里
」
が
大
海
原
へ
出
帆
し

た
ば
か
り
で
す
。
さ
さ
や
か
で
す
が
、

私
達
は
町
お
こ
し
の
一
助
と
な
る
よ
う

心
が
け
頑
張
り
ま
す
の
で
、
益
々
、
発

展
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
う
ま
く
航
行

で
き
る
よ
う
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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を
無
料
配
布
し
ま
す
。

う
ま
い
米
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
菜
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

1
低
農
薬
有
機
栽
培
米
の
取
り
組
み
ー

　
本
年
度
よ
り
、
江
南
町
板
井
地
区
は

小
川
寿
貞
氏
を
代
表
と
し
て
、
・
十
戸
の

農
家
が
約
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
使

い
低
農
薬
有
機
肥
料
に
よ
る
水
稲
栽
培

（
品
種
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
に
し
て
作
ら
れ
た
米

は
、
特
別
栽
培
米
と
称
さ
れ
生
産
者
と

消
費
者
が
直
接
取
引
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
唯
一
の
米
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
米
を
実
際
に
取
り
引
き
す
る
た
め

に
は
、
特
別
栽
培
米
流
通
計
画
を
生
産

者
全
員
と
消
費
者
全
員
の
連
名
で
食
糧

事
務
所
へ
提
出
し
て
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
水
稲
栽
培
期
間
中
に
、
色
々
な
形
で

購
入
希
望
者
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た

が
契
約
を
行
う
ま
で
に
は
到
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
江
南
町
の
低
農
薬
有

機
栽
培
米
（
特
別
栽
培
米
）
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
江
南
町
文
化
祭
で
試

食
用
の
特
別
栽
培
米
（
三
百
グ
ラ
ム
）

（3）



栗
の
渋
皮
煮

（4）

　
江
南
町
は
古
く
か
ら
栗
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
約
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
面
積
が
あ
り
ま
す
。

栗
組
合
へ
加
入
し
て
い
る
組
合
員
は
百

十
余
名
お
り
町
内
の
生
産
出
荷
組
合
の

中
で
は
最
も
大
き
い
組
織
で
す
。

　
栗
の
収
穫
は
八
月
下
旬
か
ら
十
月
中

旬
頃
ま
で
続
き
農
協
南
支
所
の
共
同
選

果
場
に
お
い
て
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ネ
ッ
ト

に
詰
め
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
利
平
栗
の
人
気
が
高
く
市

場
で
も
他
の
品
種
と
比
べ
か
な
り
高
値

で
取
引
き
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
栗
組
合
で
は
県
・
町
の
補
助

を
受
け
て
利
平
の
里
づ
く
り
を
始
め
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
か
な
り
の
生
産
量

が
望
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
農
協
の
農
産
加
工
所
に
お
い
て

は
、
最
盛
期
に
出
荷
さ
れ
る
栗
を
利
用

し
て
長
期
保
存
の
で
き
る
栗
の
渋
皮
煮

を
昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
農
村
婦
人
健

康
教
室
を
中
心
に
作
り
始
め
ま
し
た
。

　
栗
の
渋
皮
が
独
特
の
風
味
を
醸
し
出

し
お
茶
席
の
お
菓
子
と
し
て
最
適
で
す
。

　
埼
玉
県
は
栗
の
大
産
地
で
す
が
栗
の

渋
皮
煮
を
製
造
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
町
の

特
産
品
と
し
て
末
長
く
親
し
ま
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

tメみま凱か5例
　　　　　　ヨ皮煮　幽栗ごはん

①くりは、皮をむき、大きさによって

　2つか4つに切って水にさらす。

②米は1時周くらい前に洗っておく。

③炊飯鶴に米と酒を入れて、水はやや

　ぬるめにして、栗をいれて炊き上げ

　るo

・・カツブ5

　…・400g

・・大さじり

・大さじ1．5

米
栗
壇
酒

ビン詰め
①ビンと蓋を鍋で、2～3分沸騰消富する。

②消雷したピンに栗を7分目まで、煮汁を8分目まで入れる。

　ビンの口についた煮汁はよくふきとり軽く蓋をする。

　　　　　　　　　v）鱗い働

　　　幽栗のしぶ皮煮
L　これは、手間と時間がかかりますが、1年たっても味が

　　　　　　　　　　　　変わらす、おいしさは最高です．

栗…・……………・’…1㎏　　　①栗を3分くらいゆでて、渋

（鬼皮をむくと約7009）　　　　皮に傷をつけないように鬼

砂糖……………栗の50％　　　　皮をむく。

大根おろし……1カツブ　　　②渋皮のついた栗を鍋に入れ、

重そう…………小さじ1　　　　重そう（ひとつまみ）と大根

しょうゆ………大さじ1　　　　おろしをいれ15分位ゆでる。

ゆでた栗をざるにあげ、再びかぶる位の水で4～5回ゆでこ

ぽし、串がとおるくらい桑らかくする。

ゆでこぽすと、渋皮についていた綿毛はほとんどとれるが、

聡うF繍葦、や太く入り込んだ筋は傷をつけないように取り除

級口消轟
①ビンの高さが充分に入る鍋にビンを並べて入れ・水をビンの

　肩まで入れて火にかける。

②5分程、沸口させたら一旦火を止めてピンの蓋を固く締め、

　再び火にかけて25分間沸騰させる。

　（この時、煮汁がこぽれたら、蓋を締め直してもう1慶煮沸させる。）

③ゆでた栗をざるにあげ、再びかぶる皿の氷で4～b回ゆC己

　ぽし、串がとおるくらい桑らかくする。

④ゆでこぽすと、渋皮についていた綿毛はほとんどとれるが、

　残った綿毛や太く入り込んだ筋は傷をつけないように取り除

　き、きれいに洗う。

⑤水気をきって栗の重さを計り、鍋に戻す。

⑥栗の重さの50％の砂糖を計っておく。

⑦栗が十分かぶる位の水で、砂糖を4回位に分けて入れ、弱火

　で約50分～1時間位煮つめる。

⑧おろす前に、しょう油を入れ・2～3日漬けて味を含ませる。

◎保存する場合は砂聴の煮汁を多めにして、右の要領で、びん

　詰めか冷凍にする。



精
神
薄
弱
者
の
人
の
運
賃
等

精
神
薄
弱
者
の
人
に
対
す
る
J
R
運

賃
及
び
航
空
運
賃
の
割
引
制
度
に
つ
い

て
は
、
平
成
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

割
引
を
受
け
る
際
に
は
療
育
手
帳

（
み
ど
り
の
手
帳
）
を
呈
示
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
既
に
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
手
帳
に
割
引
の
対
象
と

な
る
第
一
種
、
第
二
種
の
書
換
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

書
換
え
の
受
付
け
は
役
場
住
民
課
で

行
い
ま
す
の
で
、
十
一
月
；
十
日
ま
で

に
手
帳
、
印
か
ん
、
写
真
（
％
×
鋤
㎝
）

を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

大
里
福
祉
事
務
所
智
≡
丁
二
八
二
二

役
場
住
民
課
（
内
線
二
二
五
）

の
割
引
に
つ
い
て

J　R運賃の割引の概要

障害
程．度

運賃割引

欄の種別
利用区分

割引乗車券

の　種　類
割引率 割引区問

④・A 第1種
介護者が

同　　乗

普通乗車券

定期乗車券

回数乗車券

普通急行券

5　割
＠護壱）

全　　　線

B・C 第2種
精薄者本

人が単独

で利用

普通乗車券 5　割
片道100kmを

超える区間

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
な
べ
物
の

お
い
し
い
季
節
で
す
。
材
料
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
み
、
栄
養
も
た
っ
ぷ
り
な

の
で
、
健
康
食
と
し
て
人
気
上
昇
中
で

す
。
な
べ
を
囲
め
ば
、
な
ご
や
か
な
語

ら
い
も
楽
し
め
ま
す
。

な
べ
物
の
代
表
格
の
一
つ
が
、

カ
キ
な
べ
で
す
。
す
き
焼
き
や
ト

リ
な
べ
は
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
カ
キ
は
英
語
の
月
名
で
R

が
つ
か
な
い
月
、
つ
ま
り
五
月
か

ら
八
月
の
間
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

つ
ま
り
夏
に
カ
キ
を
敬
遠
す
る
の

は
、
産
卵
期
で
味
が
落
ち
る
こ
と

と
、　
暑
い
の
で
鮮
度
を
保
ち
に
く
い
こ

と
か
ら
き
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

秋
は
カ
キ
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
、
待

ち
遠
し
い
季
節
で
す
。
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妻
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し
か
し
、
最
近
は
、
冷
凍
物
が
あ
る

の
で
、
カ
キ
料
理
の
専
門
店
な
ど
で
は
、

夏
で
も
カ
キ
を
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
北
方
面
な
ど
で
は
、
天
然
物

の
夏
ガ
キ
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
カ
キ
は
二
枚
貝
の
一
種
で
す
が
、
殻

は
ハ
マ
グ
リ
や
ア
サ
リ
と
は
異
な
り
、

二
枚
の
深
さ
が
違
い
ま
す
。
俗
に
こ
の

　
　
　
ふ
た

貝
の
一
枚
を
蓋
殻
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
養
殖
カ
キ
の
産
地
は
広
島
、

　
次
い
で
宮
城
が
続
き
ま
す
。
最
近

の
日
本
の
食
卓
は
、
輸
入
品
が
い

つ
ぱ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
カ
キ

は
ほ
と
ん
ど
が
国
産
で
す
。

ど
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、
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水道の故障・修理は当番の指定工事店へ

11月の当番 工事店名 電話番号

1　・　6　・11　。16　・21　・26 （有）笠原設備工業所 36－3662
2　・　7　・12・17・22・27 （有〉松本　設備 36－5177
3　・　8　・13・18・23・28 （有）加藤ポンプ店 36－0310
4　。　9　・14・19・24・29 ㈱光栄建設 36－1052
5　・10・15・20・25・30 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

と創生事業の一環として平

から始められた海外視察研

、今年度も下記の要領で実
す。

業は、国際化が進む今日、

際的な視野及び知識を身に

会を設け、研修で得た経験

て、地域のリーダーとして

、人づくりを推進する人材

ることを目的に、オースト

研修地として派遣するもの

さ
度
が
ま
事
国
機
し
り
す
を

る
年
業
れ
の
に
る
か
く
成
ア

　
成
修
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ふ
2
事
さ
こ
民
け
い
づ
育
リ
す
研
平

　
　
　
　
　
町
つ
を
町
を
ラ
で
◎ 修期間

成4年1月24日～31日（予定）

　　　　　　　　（8日間）

修地
一ストラリア（シドニー・メル

ルン）

住民生活、教育文化

スポーツ等

住んでいる20歳以上の人

除く）で、帰国後、研修

積極的にいかし、町行政

む意欲があると認められ

修
諺
殿
叢
戦
驚
急
蛎
製
賭
難
肋
授
藷
繕
蕩
蕩
馨
蹴

研
オ
ボ
研
自
産
参
江
（
の
に
る
派
若
募
平
選
応
推
本
費
町
助
円
2
な
か
り
応
希
研
の
ん
間
役

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
　
　
　
◎
　
◎
　
◎
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
◎

　
　
　
容
境
済
格
に
を
を
組
　
員

締切

年11月20日（茄

決定

の中から、江南町人材育成

議会で選考・審査・決定し

通知します。

負担

業に要する費用の一部を補

す。補助額は、費用約50万

通費、保険料等）の3分の

、個人負担は17万円程度に

す。但し、渡航手続きにか

用や諸雑費は個人負担とな

o

法

は、役場企画課にある海外

加申込書に必要事項を記入

、添付書類を添えて申し込

さい。

せ

画課　奮36－1521内線221

（5）



あで先は役場総務課費36－1521です。
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御正新田チーム

　ゲートボールで優勝

10月3日休）、妻沼町民運動公園（みど

りの広場）で第13回大里郡老人クラブ連

合会ゲートボール大会が行われ、町から　　　為

柴チーム（江南町A）と御正新田チーム

（江南町B）の2チームが参加しました。

御正新田チームは順当に勝ち進み、決

勝戦で寄居町Aチームを12対11で破りみ

ごと優勝をしました。

』
臥
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議会議員ソフト

　　　ボール大会

　10月3日（木）、江南町運動公園で、第16

回埼玉県町村議会議員親善ソフトボール

大会が行われました。

　さすがに、各地区を勝ち抜いてきたチ

ームだけあり、熱戦の連続でした。開催

地チームとして参加した江南町議会チー

ムは、初戦で準優勝した鶴ヶ島議会と当

たり4対1と健闘むなしく1回戦で惜敗

してしまいました。

灘鹸
で
識

輝縣

お手玉に真心こめて

　 ヒ押切の老人会“楽しみ会”の皆さん

は、ふれ合いを目的として月一回集まり、

親睦をはかっています。今までは、歌・

踊りなどで楽しみましたが、今月開催さ

れる文化祭での福祉の市に出品するお手

玉作りにおお忙し。皆さんで布地や小豆を

出し合い布地をぬう人、小豆を入れる人、

それを閉じる人とそれぞれ分担して心の

こもったお手玉が仕上がりました。
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歯
の
健
康
を
守
る
食
生
活
の
基
本
は

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
、
じ
ょ
う

ぶ
な
歯
質
を
つ
く
る
食
品
を
心
が
け
て

と
る
、
そ
し
て
食
べ
方
に
注
意
す
る
こ

ど
で
す
。

　
こ
れ
は
、
特
に
妊
娠
中
、
離
乳
期
、

幼
児
・
学
童
期
に
は
気
を
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
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脚麟
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も
の
歯

良
い
歯
を
つ
く
る
食
品

　
歯
の
構
造
と
栄
養
素

　
一
般
に
歯
の
栄
養
と
い
え
ば
、
カ
ル

シ
ウ
ム
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
表
1

の
よ
う
に
た
ん
白
質
や
そ
の
他
の
栄
養

素
も
大
切
で
す
。
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チーズ100一　カルシウム禽有量5期

幽の構遁
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骨
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お
や
つ
の
く
ふ

う
と
与
え
方

　
お
や
つ
は
大
切
な
も

　
の

　
幼
児
の
お
や
つ
は
栄

養
上
、
三
回
の
食
事
で

と
り
き
れ
な
か
っ
た
分

を
補
う
と
い
う
目
的
の

ほ
か
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
上
に
も
意
義
が
あ

　
お
や
つ
は
時
問
と
量
を
決
め
て

　
お
や
つ
の
回
数
や
分
量
が
多
す
ぎ
る

と
、
食
事
の
と
き
に
空
腹
感
が
な
い
の

で
、
偏
食
や
む
ら
食
い
、
わ
が
ま
ま
を

助
長
す
る
一
方
、
体
に
も
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。
ま
た
、
時
間
を
決
め
ず
に
ダ

ラ
ダ
ラ
食
い
を
し
て
い
る
と
、
口
の
中

は
常
に
よ
ご
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
り
、
細

菌
の
活
動
を
さ
か
ん
に
し
て
、
む
し
歯

を
招
き
や
す
く
し
ま
す
。

　
牛
乳
・
卵
と
く
だ
も
の
を
豊
富
に

　
お
や
つ
に
は
穀
類
や
い
も
類
の
カ
ロ

リ
ー
源
と
、
た
ん
白
質
・
無
機
質
の
多

い
く
だ
も
の
、
野
菜
を
組
合
せ
て
与
え

ま
し
ょ
う
。

　
お
や
つ
は
選
ん
で

　
歯
に
く
っ
つ
き
や
す
い
お
菓
子
や
、

合
成
着
色
料
な
ど
の
添
加
物
を
使
っ
た

飲
み
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
砂
糖
を
大
量
に
と
る
と
、
か

ら
だ
の
中
で
、
砂
糖
を
中
和
す
る
た
め

に
た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
と

な
り
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
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毎
日
が
火
の
元
警
報

発
令
中

1
全
国
一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動
1

　
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
い
よ
い

よ
こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
期
に
向
か
い

ま
す
。

　
十
一
月
九
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
十

五
日
（
金
）
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
上
半
期
に
お
け
る
全
国
の
火

災
件
数
は
、
三
〇
、
七
一
六
件
で
、
前

年
に
比
べ
四
九
四
件
の
増
加
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

い
ま
す
。
こ
れ
を
一
日
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
一
七
〇
件
と
な
り
、
約
九
分

に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
に
お
け
る

火
災
件
数
は
、
昨
年
の
八
四
件
に
対
し

本
年
九
月
ま
で
五
七
件
で
、
昨
年
同
期

に
比
べ
一
三
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
は
、
放
火
・
ガ
ス
テ
ー
ブ

ル
・
た
ば
こ
・
た
き
火
・
放
火
の
疑
い

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
、
皆
さ
ん

の
注
意
に
よ
り
十
分
防
止
で
き
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

二
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

　
　
な
ど
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り

　
　
す
る
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安

　
　
全
の
確
保

　
　
●

三
、

四
、

社
会
福
祉
施
設
、
病
院
等
自
力
避

難
が
困
難
な
者
が
多
数
入
所
し
て

い
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全
の

徹
底

地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

以
上
の
目
標
を
積
極
的
に
推
進
し

家
庭
・
職
場
の
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◎◎◎◎◎◎◎

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
は
な
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

2
’
一

　
　
　
〇

　
’
　
　
　
　
　
　
　
〆

（8）



醗うさと

再発見

地
名
は
語
る

「
結

　
地
名
が
地
名
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

た
め
に
は
、
あ
る
期
間
、
呼
び
名
や
場

所
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
は
呼
び
方

が
変
化
し
た
り
、
全
く
新
し
い
地
名
に

替
っ
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。
今
回
か
ら
江
南
町
に
二
百
余
り

あ
る
小
字
地
名
な
ど
を
取
り
上
げ
て
、

紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
町
の
西
部
を
占
め
る
千
代
・
柴
地
区

は
松
林
と
雑
木
林
の
広
が
る
山
林
で
し

た
。
一
面
の
緑
地
が
、
か
つ
て
耕
作
地

と
し
て
開
墾
さ
れ
、
そ
の
証
拠
が
細
か

く
分
け
ら
れ
た
地
番
、
小
字
地
名
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
現
在
進
行
中

の
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
も
地
割
に
添
っ
た
区
画
溝
や

い
も
あ
な

芋
穴
、
苗
床
状
の
掘
り
込
み
が
無
数
に

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん

　
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
千
代
村
田

ば
た
な
よ
せ

畑
名
寄
帳
－
小
久
保
家
文
書
1
は
、
江

戸
時
代
の
耕
作
地
を
書
き
上
げ
た
土
地

台
帳
に
当
る
も
の
で
す
が
、
現
在
の
山

林
に
所
在
す
る
地
名
が
畑
の
あ
る
場
所

と
し
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
本
編
第
十
話
（
広
報
4
月
号
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

紹
介
し
た
よ
う
に
千
代
村
の
土
地
は
痩

せ
、
乾
燥
が
著
る
し
い
た
め
作
物
の
成

育
に
適
さ
な
い
と
「
地
誌
」
に
記
さ
れ

　
　
　
　
第
十
二
回

木
塚
」

て
い
る
と
お
り
、

げ
　
ば
た
　
　
　
　
げ
　
　
け
　
ば
た

下
畑
・
下
々
畑
・

第17話

こ
の
よ
う
な
場
所
は
、

や
ま
か
み

山
神
等
と
今
も
残
る
地
名
も
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
見
当
ら
ず
所
在
不
明
の
地

名
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ゆ
う
き
つ
か

　
「
結
城
塚
」
又
は
「
結
木
塚
」
と
記

さ
れ
ま
す
が
「
ユ
ウ
キ
」
の
あ
る
塚
の

意
味
で
す
。
ユ
ウ
．
は
木
綿
と
書
く
が
、

コ
ウ
ゾ
な
ど
の
あ
ま
皮
か
ら
採
る
繊
維

を
い
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
コ
ウ
ゾ

を
指
し
、
貴
重
な
繊
維
と
し
て
織
物
に

も
雄
ん
で
な
く
ア
サ
、
フ
ジ
、
カ
ズ
ラ
、

耕
作
地
の
等
級
は
、

り
ん
ば
た

林
畑
と
最
下
等
で
す
。

　
　
に
し
は
ら
　
　
う
え
き

　
　
西
原
・
植
木
・

も
古
代
か
ら
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

よ
く
水
に
さ
ら
し
た
繊
維
は
細

く
強
い
、
白
く
美
し
い
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
げ
　
　
へ
い
は
く

あ
っ
た
た
め
神
に
捧
る
幣
吊
に

　
　
　
　
　
　
さ
か
き

も
用
い
ら
れ
、
榊
の
枝
に
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
万
葉
集
な
ど
の

う
た
ま
く
ら

歌
枕
に
も
み
え
、
心
に
懸
る
、

神
に
た
む
け
る
。
う
る
わ
し
く

栄
え
る
と
い
う
意
味
を
表
わ
す

場
合
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

「
ユ
ウ
」
の
あ
る
塚
が
千
代
地
区

の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
何
の
た
め
に
塚

が
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
千
代
西
部
の
山
林
中
に
は
山

神
を
祠
っ
た
塚
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一

　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
じ
や
ま
し
た

つ
は
現
在
の
小
字
富
士
山
下
に
、
他
は

山
神
に
、
そ
れ
ぞ
れ
塚
上
に
神
の
住
い

　
　
　
た
て
い
し
　
　
ほ
ニ
ら

を
示
す
立
石
と
祠
堂
が
あ
り
大
杉
と
榊

が
茂
っ
て
い
ま
す
。
荒
地
で
の
開
墾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
ん

耕
作
地
の
維
持
へ
の
腐
心
、
そ
の
上
、

や

痩
せ
て
水
利
条
件
の
悪
い
土
地
で
の
作

物
の
育
成
に
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
労

苦
と
絶
え
間
な
い
気
配
り
が
必
要
で
す
。

そ
れ
で
も
土
地
は
わ
ず
か
な
稔
り
さ
え

出
し
渋
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
た
む
け

　
今
は
開
墾
前
の
山
林
に
元
り
、
手
向

る
人
の
絶
え
た
塚
は
木
樹
の
問
に
埋
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
榊
の
幣

吊
が
飾
ら
れ
、
芋
畑
を
渡
る
微
風
に
絹
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
う

の
よ
う
に
白
く
美
し
い
木
綿
が
そ
よ
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ

遠
く
に
は
額
に
汗
し
て
鍬
を
振
る
う
姿

が
見
か
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

▲山神塚上のご神体石
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七
五
三
や
お
正
月
、

　
　
　
　
成
人
式
の
日
や
卒
業
式

　
　
　
　
す
が
．
き
ち
ん
と
正
し

く
た
た
ん
で
収
納
し
て
い
た

着
物
の
折
り
じ
わ
は
、
当
然

あ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
気

に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
気
に
な
る
よ
う
な
ら
、
れ

必
ず
当
て
布
を
し
．
折
り
じ
入

わ
が
消
え
な
い
程
度
に
、
ア
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

イ
ロ
ン
で
軽
く
押
さ
え
る
よ
　
着

う
に
し
ま
す
。
れ

　
着
物
を
着
た
後
の
手
入
れ
晴

で
大
切
な
の
は
、
脱
い
だ
ら

す
ぐ
に
手
入
れ
を
す
る
こ
と
。

脱
ぐ
と
き
も
ホ
コ
リ
が
つ
か

な
い
よ
う
に
＼
畳
に
衣
装
紙

を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
脱
い
だ
着
物

を
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
、

す
ぐ
に
は
た
た
ん
で
し
ま
わ
ず
、
和

服
用
の
ハ
ン
ガ
t
に
か
け
、
二
十
～

三
十
分
間
、
風
通
し
の
よ
い
場
所
に

つ
る
し
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
す
そ
、
え
り
、
そ
で

□
な
ど
、
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
を
点

検
し
ま
す
。
汚
れ
を
見
つ
け
た
ら
、

ベ
ン
ジ
ン
を
含
ま
せ
た
頁
綿
で
＼
ま

わ
り
を
ぼ
か
し
な
が
ら
軽
く
た
た
く

よ
う
に
し
て
落
と
し
ま
す
。

　
ホ
コ
リ
取
り
に
は
、
ふ
つ
う
の
ブ

ラ
シ
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
生

地
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ
ロ
ー

ド
の
小
袋
を
作
り
．
そ
の
な
か
に
ナ

イ
ロ
ン
・
ス
ド
ッ
キ
ン
ク
を
細
か
く

切
っ
て
入
れ
、
ホ
コ
リ
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
こ
の
と
き
、
必
ず
横
に
ふ

ビロードでホコリ取り

い
て
く
だ
さ
い
。
縦
に
ふ
く

と
ホ
コ
リ
が
取
れ
に
く
い
ば

か
り
か
、
生
地
を
傷
め
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

　
着
物
に
欠
か
せ
な
い
帯
は
￥

タ
ン
ス
な
ど
に
し
ま
う
と
き
、

重
ね
る
と
折
り
目
が
つ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
折
り
目
に

当
た
る
所
に
、
9
オ
ル
を
巻

い
て
挟
む
と
折
り
目
が
つ
き

ま
せ
ん
。

　
乾
燥
剤
や
殺
虫
剤
が
￥
直

接
着
物
に
触
れ
る
と
変
色
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
和
紙
に
包
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

獣
　
　
藤
・

　
　
　
　
　
ヤ
黙
鱒
㍑
　
　
o

＼
　
　
澤
，
｛
毛
ヱ
ー
、
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≡
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一
一
≡
蟻
一
一
…
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＝
…
賢
…
＝
鵯
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一
一
顛
一
≡
一
鵯
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一
一
賢
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二
ー
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蛎
三
ヨ
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…
一
5
≡
＝
覧
＝
…
隔
…
＝
騎
≡
一

賢
；
三
蟻
一
¶

江
南
町
文
化
祭
　
1
1
月
2
3
日
出
・
2
4
日
㈲
　
複
合
施
設
・
町
民
体
育
館
の
二
会
場
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で
）
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精戦ハ讐既ノ
　役場住民課（内線225）または、

県児童福祉課　智048－824－2111

保険料納付はロ座振替で

　国民年金に加入しているからとい

って保険料を未納にしておきますと

満額の年金がもらえなくなったり、

いざという時に年金を受けるための

必要期間を満たすことができなくな

ることがあります。

　このようなことがないように「口

座振替」をおすすめします。一度手

続きをしますと、毎月自動的に預金

口座から保険料を納めることができ、

納め忘れがなく、金融機関にでかけ

る手間も省け、便利で確実です。

　手続きには、年金手帳、納付書、

預金通帳、通帳届出の印鑑が必要で

す。くわしくは、役場国民年金係に

おたずねください。

児童手当制度の改正

　平成3年1月2日以降に生まれた
1番目の児童を養育する人にも平成

4年1月分から児童手当（月額5千
円）が支給されます。

　認定の請求は平成3年11月から受

け付けます。

児童手当法　改正の概要

（ウ）施行期日　平成4年1月1日から

　　　　　施行
（エ〉経過措置

①支給期間に関する経過措置

　第1子については、平成4年1月
から、平成3年1月2日以降に生ま
れた児童を支給対象とします。

　第2子以降については、平成4年

1月から同年12月までの間は支給期

間を5歳未満とし、平成5年1月か
ら同年12月までの間は支給期間を4

歳未満とします。

現行
平成4年 平成5年 平成6年

1月～ 1月～ 1月～

第

平成3年1月2日以降に
1 なし

生まれた3歳未満の児童
子

第 義務

教育 5　歳 4　歳 3　歳
2

就学 未　満 未　満 未　満
子 ユ

目
lj

第 義務

3 教育 5　歳 4　歳 3　歳
子
以 就学 未　満 未　満 未　満
降 並

剛

②認定の請求等に関する経過措置

　認定請求に関する経過措置として、

平成3年1月2日以降に生まれた1
番目の児童を養育する人は、平成3

年11月から平成4年1月までに認定

の請求があれば平成4年1月分から
児童手当が支給されます。

　平成3年1月2日から12月31日ま
での間に1番目以降2人以上の児童

を生んだ人については、平成3年11

月から平成3年12月までに額改定の

請求があれば平成4年1月分から第

1子分が支給されます。

　2番目以降の児童が生まれた場合

はその児童を養育する人に対し認定

請求のあった翌月から従来通り支給

になります。

　なお、すでに児童手当を受給して

いる人については、平成4年1月分

以降の手当月額については自動的に

消滅、ないしは、改定となります。

　（外国人にも支給されます。）

　詳しくは役場住民課児童手当係へ

　内線224

指名手配犯人の

　　　検挙にこ協力を！

事項
1ア）i支給対象

額
子
子
降

金
　

以

合
1
2
子

糸
　
　
　
　
3

支
第
第
第

イ

現在　平成4年1月から

第2子以降→第1子以降

　0円→5，000円（月額）

2，500円→5、OOO円（月額）

5，000円→10，000円（月額）

　警察では、11月中の1か月間「捜

査活動等に対する市民協力確保及び

指名手配被疑者捜査強化月間」を実

施します。

　この月間は、全国一斉に実施され

るもので、各都道府県警察との連携

による組織捜査により、長期逃亡を

続ける悪質・重要未検挙指名手配被

疑者及び極左関係指名手配被疑者の

一掃を図ろうとするものです。

　月間中は、警察本部及び警察署に

月問推進本部を設置し、強力な追跡

捜査を実施するとともに、特に悪質

・重要な犯人については、ポスター

を作成し各種事業所等へも配布しま

すので、ご協力をお願いします。
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農林学級（11月・12月）

開催日 内　　　容 時　　間

1秘i休） きのこ料理 午前10時

21日（木） やまといもの料理 午前10時

28日（N シリーズ冬の漬物 午後1時30分

17卜川1 いすづくり 午前10時

i31日1川 クリスマスリース 午前10時

8口（印 クリスマスの型抜き 午前10時

㌦卜川1 キャベツの収穫 午後1時30分

20日（お 家庭果樹の植付け 午後1時30分

瓶日旧1 キュウリの収穫 午後1時30分

8日（lil キャベッの収穫 午後1時30分

9日（月） 家庭果樹の勢定 午後1時30分

　
　
　
　
　

　
　
　
　
月

　
　
　
　
2

　
　
所
　
　
－

　
　
務
1
　
．

　
　
事
0
月

　
　
理
3
1

　
　
管
2
q

　
民
園
一
座

諜
麗
講

無
一
農
智
芸

　
　
　
　
園

用
象
せ
　
き

費
臨
花

開催日

11／ll日1月）

　13日（ノK）

　15日〔金）

　18日（月／

　20口（水／

12／9　日（月）

内 容

洋ラン・冬の管理

ジャスミン類の栽培と管理

植木盆栽の手入れの実際

冬に向かっての庭木の手入れ

農業体験　家庭果樹の植付け

農業体験　家庭果樹の勢定

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。

間合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　費83－2841

　　消防特別点検
　11月30日出午前8時から熊谷市荒

川運動公園自由広場（荒川大橋上流）

において、熊谷消防署、中央消防署、

妻沼消防署、熊谷消防団、江南消防

団及び大里消防団による消防特別点

検が実施されます。

　これから本格的な火災シーズンを

迎え火災から尊い人命や財産を守る

ため、はしご車、救助工作車、普通

ポンプ車など30数台と消防職、団員

約500名が参加して服装点検、消防

操法訓練、救助訓練、参加全消防ポ

ンプ車による一斉放水訓練を行います。

　　行　政　相　談
日時11月26日（火〉

　　　午前9時30分～正午まで

場所勤労福祉センター第2研修室
内容行政への不満など
問合せ　総務課　内線227

　　心配こと相談
日時11月12日（ソO・26日（ソO

　　　午前9時30分～正午まで

場所勤労福祉センター第2研修室
内　容　日常生活での悩みごとなど

問合せ　社会福祉協議会　内線252

　　痴呆（ぼけ）の相談

●保健婦による電話相談

日時毎週月曜日～金曜日

　　　9：00～12：00

問合せ　盈23－2811
●医師による面接・訪間相談

日時毎月第2火曜日
　　　13：00～14＝00

場所熊谷保健所問診室
受　付　熊谷保健所　保健婦課

　　　智23－2811　iノ、』糸泉272・273

圖　回　囮
　　幼稚園入園申込み

申込平成3年11月2511（川から

日時平成3年11月301肚）まで
　　　午前8時30分より午後5時
　　　まで、土曜日は正午まで

対象者　昭和62年4月2日より、昭

　　　和63年4月1日までに生ま
　　　れたお子さん。

問合せ　江南幼稚園　智36－3373

母子・父子家庭児童就学

支度金制度のこ利用を

O対象
　母子家庭の母、又は父子家庭の父

で平成4年4月に小・中学校に入学

する児童を扶養している市町村民税

非課税の人（生活保護費受給中の人
は除く）。

O支給額

　小学生一人につき1万2千円。中

学生一人につき1万8千円。
○申請方法

　市町村母子福祉担当課で申請書を

配布中。提出は12月中に。
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11，930

11，910

11，890

人／戸

3，320

3，310

3，300

町民のうこき
人ロ

世帯数

7月　8月　9月10月

10月1日現在

人　口

男
女

世帯

11，927ノ丈

5，880人

6，047人

3，325戸

十11

十2

十9

十4

平成3年　救急出動状況

救急出動状況 9　　月 累　　計

交　　　　　通 7件 47件
一　般　負　傷 1件 19件
急　　　　　病 8件 86件
そ　　の　　他 1件 20件
合　　　　　計 17件 172件
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　　　　　とも　　ひろ

野口智裕ちゃん
　平成a年11月1日生

　野口訓男・和美さんの

長男（1歳）　　　小江川

　「我が家の殿（トモ）様

はいたずら盛りのまっ最中。

　健康でのびのびと育って

ほしい。将来は、プロゴル

ファーかな…」とお母さん。

上杉糞那彙ちゃん

　平成2年12月24日生

　上杉晴男・礼子さんの

二女（10ヵ月）　　千　代

　「おんぶするのが大好き

な真那実で、お兄ちゃんと

仲よく遊びなんでもよく食

べる子どもです……」とお

母さん。

　　　　　ま　な　み
滝　田　真奈美ちゃん

　平成3年2月19日生

　滝田晃・文子さんの

長女（8ヵ月）　　樋　春

　「時々男の子にま違えら

れる腕白娘です。でも、ひと

の気持を思いやれるやさし

い心を養ってほしい……」

とお母さん。

　　　　　まさ　　ひろ

後藤昌弘ちゃん
　平成2年12月4日生
　後藤俊喜・しげ子さんの

長男（10ヵ月）　　三　本

　「元気で明るく心のやさ

しい子に育ってほしい…」

とお母さん。

我
が
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を
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自
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理

大
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の
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ン
煮

吉
田
芳
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）
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料

　
大
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五
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、
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、
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ン
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〇
9
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だ
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し
み
に
し
て
い
た
町
民
体
育
祭
も
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
洗

た
く
物
が
な
か
な
か
乾
か
ず
に
困
る
ん

で
す
よ
。
と
い
う
よ
う
な
事
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

　
わ
た
し
の
心
の
中
も
秋
雨
で
、
カ
ラ

ッ
と
し
た
秋
空
が
望
め
ま
せ
ん
。
こ
の

編
集
後
記
も
思
い
き
っ
て
、
澄
み
き
っ

た
秋
晴
れ
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。




